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　Yatsu tidal flat (Funadamari and Sankaku Higata) was assessed its environmental condition from the viewpoint of 
water quality, biota, and the Water Environmental Soundness Index for Tidal Flat (WESI-TF), which was developed 
by our laboratory, as a graduation thesis preparation experiment held in the sixth semester of the curriculum in the 
Department of Life and Environmental Sciences, Faculty of Engineering. Results showed that the condition of the Yatsu 
tidal flat was not good due to polluted water quality and a poor biotic indicator.
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１．はじめに
谷津干潟は，千葉県習志野市に位置する約 40ha の人工

的自然干潟（潟湖化干潟）であり，周囲は護岸で覆われ，
周辺には住宅・学校などが立ち並ぶきわめて特殊な状況を
呈している．ラムサール条約登録後 20 年が経過するが，
近年は干潟内にアオサ（Ulva  spp.）が繁茂するようになり，
現在は干潟全域が覆われてしまっている．茂したアオサの
腐敗により底質が嫌気化し，アサリやゴカイなどの底生動
物が消滅すると，それらを採餌するシギ・チドリをはじめ
とする渡り鳥が飛来しなくなり，特に水鳥の生息地として
国際的に重要な湿地に関する条約であるラムサール条約の
登録湿地としての存在意義が失われることとなる．

本調査では，千葉工業大学生命環境科学科にて 6S に開
講している卒業研究準備実験の一環として，谷津干潟の環
境保全に資するための基礎的データの集積を目的として，
谷津干潟の最奥部に位置する船溜りと最前部に位置する三
角干潟を対象とした生物指標（付着珪藻（一次生産者）・
大型底生動物（高次消費者）），水質および干潟版水環境健
全性指標（WESI–TF）による水環境評価を実施した．

２．事前調査（文献調査）
　谷津干潟についての知識を深めることを目的として，谷
津干潟の歴史・水質・生物について事前調査を行った．調
査方法は，大学図書館やインターネットによる文献調査と
した．
2.1　谷津干潟の概要

谷津干潟の面積は約 40ha であり，海水の流入出は東京
湾と連絡する谷津川と高瀬川の 2 本の河川によるものであ
る．谷津干潟は渡り鳥が越冬するための中継地点として
機能していることから，1988 年に国指定鳥獣保護区及び
特別保護地区に，1993 年にラムサール条約に登録された．
様々な種の野鳥が訪れる谷津干潟であるが，しかしながら，
年々その種・数ともに減少傾向にある．
2.2　谷津干潟の歴史

明治時代中頃から大正時代まで，谷津干潟は東京湾沿岸
に存在した塩田の一部であった．1925 年に塩田であった
土地を現在の京成電鉄が買収，谷津遊園が開園した．遊園
は 1982 年に閉園したが，園内施設であった京成バラ園は
谷津バラ園として残っている．

1940 年に遊園を除いた谷津干潟を含む土地を，利根川
放水路整備のために当時の大蔵省が買収した．放水路整備
計画は中止となったが，土地を大蔵省が所有していたため
谷津干潟は埋め立てを回避，住宅地内に干潟が残されると
いう非常に特徴的な状況となった．

谷津干潟周辺の埋め立て工事は 1971 年に開始され，
1982 年の東関東自動車道路の開通，1987 年の県道 15 号線
の開通によって大三角干潟，小三角干潟が形成され現在の
谷津干潟が形成されていった．

また，谷津干潟は周辺住民の生活と深く関わっていた．
その一つに，谷津干潟埋め立て反対運動がある．谷津干潟

は周辺地域が埋め立てられ住宅地となると，不法投棄によ
る異臭が問題化し，周辺住民による「干潟は臭いから埋
めてしまえ」という要求が根強くあった．当時の習志野市
長は谷津干潟を埋め立てて住宅用地にする計画をたててお
り，干潟は埋め立ての危機に瀕していた．その様な中で
1974 年，千葉の干潟を守る会は，谷津干潟を谷津干潟お
よび干潟に飛来する水鳥を通して自然のすばらしさや尊さ
を学ぶことのできる「自然教育園」として残すよう市民，
市，県に訴えた．しかしながら，習志野市議会は谷津干潟
保存を求める請願に反対した．しかし 1983 年，習志野市
長が交代し習志野市が主体となって谷津干潟の保存と環境
整備を行うことが決まる．そして 1993 年に，谷津干潟は
水鳥の生息地として国際的に重要な湿地およびその動植物
の保全を促進することを目的とする条約であるラムサール
条約の登録地となり，1994 年には谷津干潟公園（自然観
察センター含む，21.9ha）が全面オープンし谷津干潟の自
然教育園化が実現した．その後，2002 年にブリズベン市

（オーストラリア）・習志野市の教育交流覚書が施行され，
2003 年にはラムサール条約登録 10 周年事業として習志野
市内小学生に自然観察センターの年間パスポートが交付さ
れるなどの事業が行われた．他にも，市民によるアオサの
回収運動など，市民の関わる活動が活発に行われている． 

３．調査方法
3.1 調査地点

谷津干潟の最奥部に位置する船溜り（谷津川側）と最前
部に位置する三角干潟（高瀬川側）を対象として，図 1 に
示すとおり，船溜り内 3 地点，三角干潟内 5 地点を選定し，
2015 年 11 月 18 日に現地踏査，12 月 9 日に現地調査を実
施した．各地点の様子を写真 1 ～ 8 に示す．
3.2 付着珪藻調査

付着珪藻は 5cm × 5cm のコドラート枠とブラシを用い
て貝などの表面から採取した．付着珪藻の分類同定には，
被殻の微細な構造の生態学的特徴が決め手となるため，細
胞内の原形質，細胞外の粘質多糖類などの有機物を取り除
き，珪酸質の被殻のみにする必要がある．そのため，試験
管に採取した珪藻を入れて 30 分間静置し，上澄みを除去
してパイプ洗浄剤を試料の 2 倍量注入して洗浄し，遠心分
離機にて珪藻殻を沈殿させて観察試料を得た．採取試料
について生物顕微鏡（Nikon Eclipse E800）にて分類・同
定・計数を行い，付着珪藻群集に基づく有機汚濁指数であ
る DAIpo（Diatom Assemblage Index to Organic Water 
Pollution）と河川総合評価である RPId（River Pollution 
Index based on DCI）を算出した．
3.3 底生動物調査

大型底生動物はエックマンパージ採泥器を用いて川底か
ら底質ごと採取した．採取試料から底生生物を仕分け，実
体顕微鏡や生物顕微鏡を用いて可能な限りまで分類・同定・
計数を行った．生物試料はエタノールで固定し，底泥はマ
ッフル炉で焼成し，強熱減量（IL）を算出した．採取され
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た底生生物から，総出現種類数，全体に占める甲殻類の比
率，強熱減量，優占指標生物の 4 項目に評点をつけて合計
点を算出し，九都県市首脳会議の環境問題対策委員会の水
質改善専門部会が考案した底生生物を利用した評価方法に
より評価を行った．評価は 5 段階に区分されており，評価
区分の配点表に当てはめ，生息環境を評価した．
3.4 水質調査

工場排水試験法 JIS K–0102 および海洋観測指針に準じ
て，COD，BOD，Chl.a，Cl ⁻，SS，IL，T–N，NH4–N，
NO3–N，NO2–N，T–P，PO4–P，T–S を測定した．
3.5 水環境健全性調査
　環境省 HP に公開されている「水辺の健やかさ指標

（みずしるべ）」を干潟環境評価向けにアレンジし，本研
究室で独自に開発した干潟版水環境健全性指標（Water 
Environmental Soundness Index for Tidal Flat; WESI–
TF）を用いて，各地点における水環境の健全性を評価した．

４．結果および考察
4.1 潮汐変化について

谷津干潟は東京湾の潮の満ち引きによって水位が変化し
ている．調査日である 2015 年 12 月 9 日の調査時間は 11
時 30 分から 15 時 45 分であった．この時間帯は潮の満ち
てくる時間帯であることから，水位が上昇するにつれて東
京湾の水が谷津干潟に流入していたと考えられる．

4.2 生活排水の流入について
船溜り地点１の近くにある排水口は，菊田台 1 号放流幹

線の出口であり，この管渠は合流式管渠である菊田台 1 号
幹線と接続している．接続部には夾雑物除去フィルターが
設置されており，夾雑物はここで除去され汚水は菊田台 1
号汚水遮集幹線を経て，津田沼浄化センターに運ばれる．
合流式とは生活によって排出される汚水と雨水と同じ管渠
を用いて流す方式のことであり，雨天時には汚水混じりの
雨水が雨水放流口から放出されてしまうという欠点があ
る．船溜り地点１の近くにある放流口を始めとして，船溜

写真 1　船溜り① 写真 2　船溜り② 写真 3　船溜り③

写真 4　大三角① 写真 5　大三角② 写真 6　大三角③

写真 7　小三角① 写真 8　小三角②

図 1　調査地点
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り及びその周辺の放流口も合流式管渠に接続する雨水放流
口であることから，雨天時に汚水混じりの雨水が船溜りに
放流される可能性は十分に考えられ，その水が谷津干潟全
域に流入している可能性もある．
4.3 各調査項目ごとの考察

各水質調査項目については，環境基本法により定められ
た生活環境の保全に関する環境基準を適用した．Cl– の濃
度が全地点において 10，000mg/L を上回っていることか
ら，海域における基準を適用したが，SS と BOD につい
ては海域における基準がないため，河川における基準を適
用することとした．なお，湖沼の基準を適用しなかった理
由としては，谷津干潟は天然湖沼ではないこと，および水
の交換があることが挙げられる．
4.3.1 水質項目

現地調査の結果（パックテスト）を表 1 に，室内での分
析結果を表 2 に示した．
　DO は全調査地点において項目類型 A ～ B と高い値を
示した．東京湾の DO も 8.0mg/L と高い値であった．船
溜り，大三角，小三角の 3 地点について比較すると，東京
湾から最も遠い位置にある船溜りの値が低くなっており，
東京湾の DO が谷津干潟の DO に影響を与えていることが
考えられた．また，大三角の地点 3 は，泥の様子より流れ

が小さいことが考えられ，このため植物から発生した酸素
がかき混ぜられることなく水中に溜まりやすく，DO の値
が最も高くなったものと考えられる．大三角地点 2 も同様
の理由により高い値を示したと考えられる．

COD の値は地点によってばらつきがあるものの船溜り
地点 1 を除いて項目類型 C であり，環境保全が必要な水
質となっている．船溜り地点 1 は合流式下水道の雨水放流
口近くに位置しており，泥の様子から流れが小さいと考え
られるため，流入した生活排水に含まれる有機物が堆積し
やすく，CODが最も高い値となったと考えられる．大三角，
小三角と比較して船溜りの COD が高くなった理由として
は，船溜りは東京湾の海水流入時には最終到達地点となり，
東京湾や谷津干潟内の他の地点より流入した有機物が溜り
やすいことが考えられる．

BOD の値は COD 同様に，地点によるばらつきがみら
れる．環境基準の項目類型としては B ～ D となり，地点
によっては水道 3 級であり高次処理を行えば水道水として
利用できる程度となった．大三角の地点 3 は流れが小さく
最も高い値を示したものと考えられる．

SS の値は項目類型 AA ～ D であり，地点によっては濾
過のみで水道水として利用できる程度であった．大三角地
点 3 は突出して低い値を示しており，流れの小さいことが

表 1　パックテストによる測定結果

表 2　各調査地点における水質分析結果
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関係していると考えられる．SS は浮遊物質量であり，浮
遊物がなければ値が低くなることは明らかであるが，大三
角の地点 3 では流れが少なく，堆積した物質が浮遊しにく
いことが原因と考えられる．

Chl.a については，アオサUlva  spp. がみられた大三角の
地点 3，小三角の地点 1 で高い値を示した．船溜りでは全
体的に高い値を示し，流れが小さいことが影響していると
考えられる．大三角の地点 1，小三角の地点 2 は他の地点
に比べ流れが大きいため，Chl.a の値が小さくなったと考
えられる．また，調査日及び調査日以前は晴天が続いてお
り，気象の影響も考慮する必要がある．

T–N については，全ての地点において環境基準よりは
るかに高くなっている．原因としては，堆積や生活排水の
流入，水鳥や魚の排泄物の影響が考えられる．

T–P についても，T–N と同様に環境基準よりはるかに
高い値を示した．これは，水鳥や魚の排泄物，生活排水の
流入が原因として挙げられる．
4.3.2 底生生物

各地点での底生生物の優占種を表 3 に，各生物を写真 9
～ 12 に示した．また，各地点の底質の様子を写真 13 に示
した．

船溜りでは貝類の出現個体数が 6，大三角干潟では 4
１，小三角干潟では 103 であった．タテジマイソギンチャ
クHaliplalannella luciae は日本各地の潮間帯に生息して
おり，ユビナガホンヤドカリPagurus minuts は河口域や
内湾の干潟，砂浜に多く生息していることから，船溜りま
で東京湾の海水が流入していると考えられる．水質の汚濁
度によってイソガニHemigrapsus は生息する種が異なり，
きれいな水質ではイソガニHemigrapsus sanguieus，少し
汚濁するとヒライソガニGaetice depressus，さらに汚濁
するとケフサイソガニHemigrapsus penicillatus の住みや
すい環境となっており，今回ケフサイソガニが採取された
ことから水質はかなり汚濁していると考えられた．全地点
でカワゴカイHediste  sp. がみられたが，泥に巣を造る種

表 3　各地点の底生生物の優占種

写真 9　Batillaria cumingii 写真 10　Hediste  sp.

写真 11　Haliplalannella luciae 写真 12　Pagurus minutus

写真 13　各地点の底泥の様子
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と貝殻に巣を造る種が環境によってすみわけをしていると
考えられた．
4.3.3 付着珪藻

各地点における付着珪藻の優占種は表 4 に示したとおり
である．

谷津干潟は，東京湾の水の干満による流入や，水質分析
の結果より海水であることがわかる．したがって，海産種
の代表的存在であるCoscinodiscus やRhizosolenia  sp. が
確認できた．清浄な性域に生息するDiploneis  sp. が少な
く 1 箇所にしか出現しなかったこと，汚濁度の高い性域に
生息するNavicula  spp.，Pinnularia  spp. がほとんどの地
点で出現したことを考慮すると，谷津干潟は汚濁度が高い
と評価された．しかし，Rhoicosphenia  spp. は清流の石等
に着生する珪藻であるが，船溜り地点 1 および 2，大三角
干潟地点 3，小三角干潟地点 1 の 4 地点で出現したことか
ら，谷津干潟が極めて汚濁しているとは一概には言えな
い．今回の調査では珪藻は sp. までしか同定できなかった
ため，珪藻から水質を評価することができなかったので，
水質分析の結果を優先し，谷津干潟は汚濁が高いと評価し
た．観察されたNitzschia  spp. は紡錘形をしており，横に
長い海水産とは形態が異なるため，谷津干潟のNitzschia  
spp. は淡水産であると考えられた．全ての地点で採取され
たGomphonema  spp. は止水域でも流水域でもみられ，ま
た海水，淡水のいずれでも生息することができる．この
Gomphonema  spp. は船溜りの 3 地点全てにおいて優占種
となっていることから，船溜りが海水と淡水が混ざり合っ
ている地点であると考えられた．

4.3.4 健全性指標
各地点における評価結果を表 5 に，ペンタゴングラフを

図 2 に示した．
船溜りでは，地点 1 および 2 の共通点として，萩原と加

藤は人工的で生物が少ないと感じ，上山と名川は自然があ
り生物が多いと感じていた．また，地点 2 および 3 では，
評価軸①および②で上山とその他の人の間で差がみられ
た．これらは干潟の中に入った人と入っていない人の差で
あると考えられる．干潟に入った人は細かいところまで水
の中を観察することができたため，干潟に入っていない人
と比べて自然があると感じていた可能性がある．地点ごと
に比較すると，評価軸③「水の利用可能性」と④「快適な
水辺」において，地点 1 の評価が高かった．これは地点 1
の場所は地点２および３と比べて健全性指標の実施場所が
水辺から離れた場所にあったため，
他地点と比べて周囲の様子がわからなかった可能性があ
る．

大三角干潟では，地点 2 において，土井の評価軸②の評
価が他の 3 人と比べ特に低く，その中で項目 No.3 および
5 が特に低かった．土井は伊藤と共に干潟に入ったが，鳥
や魚をみる機会に遭遇せず，さらに，底生生物はアオサの
みをみて評価しており，これらが評価に影響したと考えら
れる．地点 3 では，伊藤の評価軸①の評価が他の 3 人と比
べ特に低かった．これは，伊藤が谷津干潟ユースで活動し
ており，干潟に関して詳しいことが影響し，本来の干潟と
比較した結果であると考えられる．地点ごとに比較すると，
評価軸②および③において地点 2 の評価が高かった．②に
関しては調査の実施場所から水辺がどう見えるかによっ
て差異が生じたものと考えられる．地点１ではフェンスが
あり水辺に近づくのが困難だったために様子を観察しにく
く，地点 3 ではヨシが多すぎて指標の実施場所からは他の
生物を見ることはできなかった．一方，地点 2 は干潟が開
けた場所であったため指標の実施場所からも水辺の様子を
観察しやすかったことが，差異が生じた要因と考えらえる．

小三角干潟では，2 地点共に評価軸⑤は高野と長谷川が
高く，古岩が低かった．これは周辺にあった公園をどう捉
えるかで評価が分かれたためと考えられる．地点 2 では
評価軸①の評価にバラつきが生じ，潮の満ち引きの項目で

表 4　各地点の珪藻の優占種

図 2　船溜り・三角干潟の健全性の比較
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水の流れをどう捉えるかで分かれたものと考えられる．地
点ごとの比較では，地点 1 の方が評価軸②および③の項目
において地点 2 より高かった．これも大三角干潟と同様に
指標の実施場所によって評価に差が生じたためと考えられ
る．具体的には，地点 1 は全員が干潟内に降りて評価を行
ったため，底生生物を間近で見ることができたり，様々な
植物を観察することができたが，地点 2 では全員がコンク
リートの橋の上から調査を行ったため，水辺を身近に感じ
ることができなかったものと考えられる．

５．まとめ
1） 付 着 珪 藻（ 一 次 生 産 者） の 優 占 種 は， 船 溜りで
は Gomphonema  spp.， 大 三 角 干 潟 で は Eunotia  spp.，
Coscinodiscus  sp.，Nitzschia  spp.，Navicula  spp.，小三角
干潟ではCocconeis  spp.，Gomphonema  spp.であった． こ
れらの生物種を汚濁階級に当てはめると，汚濁～やや汚濁し
ていると評価された．
2） 底 生 動 物（ 高 次 消 費 者） の 優 占 種 は， 船 溜りで
は Batillaria cumingii，Hediste sp.， 大 三 角 干 潟 で は
Haliplalannella luciae，Batillaria cumingii，Hediste s p . ，
小三角干潟では Pagurus minuts，Hediste sp.であり，全体と
して，Hediste sp. が多く出現した．これらの生物種を汚濁階
級に当てはめると，汚濁していると評価された．
3） 水質は各地点での変動が大きく，COD は船溜りの 1 地点

を除き類型 C であった．Chl.a は，船溜りで高く，三角干潟
で低かった．T–P，T–Nともに環境基準よりも高い値であった．
4） 底生動物，付着珪藻，水質の調査結果から谷津干潟は汚
濁していると評価されたが，干潟版水環境健全性指標による
健全性調査においても同様に，谷津干潟の健全性は高くない
と評価された．
5） 谷津干潟一帯の埋立の歴史的背景からみると，船溜りは
谷津干潟の過去の状態を，三角干潟は谷津干潟の未来の状
態を反映しているとも考えられ，谷津干潟を含めて 3 つのエ
リアを相互に比較解析していくことで，谷津干潟の保全に資
するための有益な情報が得られるものと期待される．
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